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アートキャンプで描いた絵を発表する展示会プロ演奏家の奏でる音を聞いて、思い描いたイメージを絵にした

大自然の中、五感に働きかけながら造形活動を行う芸術村アートキャンプ 演奏を聴きながら大きなキャンパスに絵を描く

「見えないもの＝音」をテーマに取り組んだ 
10周年のこども芸術村アートキャンプ

豊かな自然環境の中で、五感に働きかけながらスケール

の大きな造形活動を楽しんでもらうことで、子どもたちの感

性を引き出すことを目的に始まった、こども芸術村。この取

り組みの全体は、毎年、夏休み期間中に岐阜県下呂市の

飛騨金山の森で行われる2泊3日のアートキャンプ、そこで

制作された作品を展示する作品展、さらに、アートキャンプ

の記録フィルム上映会やビンゴゲームなどを楽しむこども芸

術村祭りで構成されている。

「これまで陶芸、染色、絵本、森の住み家づくりなど、毎回、

テーマを決め、一般の造形教室や美術教室では体験でき

ないような大きなものを作ろうとやってきましたが、10周年を

迎えた昨年は、見えないものをテーマに、音と絵のインタラ

クションに挑みました」と、運営にあたるマザーハウスing 

代表の三上美喜子さんは話す。

アートキャンプの参加対象は原則、4歳から12歳までの

子どもで、昨年は約44名が参加した。さらに、昨年はアー

トキャンプを体験したことがある中学生のほか、特別枠とし

て大人も参加した。従来は年齢に関係なく班分けを行って

いたが、昨年は年齢別の8班に分けたことで、「かえって

作品に年代ごとの特徴が出た」と、三上さん。各班にアー

トサポーターとして現役のアーチスト1名、生活サポーターと

して保育を専攻する大学生1名がついた。参加者は地元

周辺が多いが、以前に参加した人からの口コミで県内や

隣県に広がっているという。

講師の招へいやサポーターへの謝礼、備品整備に助成を活用
助成をいただいたことで、今後の活躍が期待される粥川なつ紀さんを講師に迎えること

ができ、アートサポーターの方々にもきちんと謝礼を払うことができました。また、アートキャン
プは真夏の屋外での開催のため、これまで大型テントを借りていましたが、今回の助成で
自前のものを購入することができました。本当にありがとうございました。

マザーハウスing 
代表　三上 美喜子さん

助成団体：マザーハウスing http://www.niramekko.clubexa.com

一般助成　子どもの健やかな成長を願う事業（みちびき・はぐくみ）

「Hop！ Step！ Jump！ こども芸術村アートキャンプ・
2015年のテーマ『サウンドスケッチ』」事業
自然の中で五感を刺激して子どもたちの創造力や●
想像力を育む「こども芸術村」のアートキャンプ

現在の学校教育から失われがちな情操教育。子どもたちの創造力や想像力を育むことが教育の本質ではないかとい
う問題意識のもと、アートに触れ合える環境を用意しようと、岐阜県各務原市の「マザーハウスing」が始めた「こども
芸術村」の活動が10周年を迎えた。アートキャンプの会場となった飛騨の森に、子どもたちの感性がきらめいた。

プロの演奏家が奏でる音楽を聞いて 
思い浮かんだイメージを絵で表現

8月5日～7日のアートキャンプでは、まず、森に入って自

然の音をレコーダーに録音し、その音を当てるゲームを行っ

た。さらに、講師として招いたサックス奏者の粥川なつ紀さん

を中心としたギターとパーカッションから成るトリオが演奏す

る曲を聴いて、イメージを思い浮かべ、それを班のみんな

で共有したり、アイマスクで目隠しをして単音を聴き、その

イメージを思い思いに絵で表現する、また、トリオによる演

奏を聴き、そのイメージを班の全員で大型キャンバスに描く

などを試みた。

「テーマが難しいかなと不安もありましたが、子どもたち

が描いた絵を見ると、その表現力の豊かさにびっくりしまし

た」と、三上さん。

キャンプのクライマックスは、満天の星の下、みんなが描

いた絵から受けたインスピレーションを粥川さんのトリオが

即興でライブ演奏したときだ。「最後に、3日間でもっとも印

象に残ったことを絵に描いてもらうのですが、毎年、川あ

そびやアートサポーターによるファイヤーパフォーマンスを描

く子どもが多いのに対し、今回はライブの絵を描く子どもが

圧倒的に多かった。見えないものを表現するという体験と

ライブが、子どもたちの記憶にしっかり刻まれたと思いました」

と、三上さんは話す。

12月4日～5日には、岐阜市立図書館メディアコスモスに

おいてアートキャンプで描いた絵を額装して展示、アートキャン

プの模様を収めた記録フィルムの上映会やビンゴゲーム、

さらに、サプライズゲストとして登場した粥川さんのトリオに

よる演奏会を行った。

子どもでなくても思わず参加したくなるような興味深い 

事業である。




